
 

富士見の歴史講座 

近世から現代の『埼玉平野の治水、防水』の歴史 

 

 報告・講座スタッフ 

 

１．期日 ６月１３日(土)〜７月２３日(木)  ６回（新河岸沿い探訪含む） 

 

２．受講者数 

  応募者数     ５２人（ 男性３７人 ・ 女性１５人 ） 

  延受講者数  ２０８ 人（ 探訪１３人 ） 

 

３．講座 

  １回 治水の概要と埼玉平野防備   講師  松浦茂樹氏 

 

  ２回 埼玉平野の利水と開発     講師  橋下直子氏  

 

  ３回 村人たちの水防の歴史     講師  NPO 志木エコシティ 

                        天田 眞 氏 

                        毛利 将範氏 

 

  ４回 荒川近代改修・新河岸川改修  講師  松浦茂樹氏 

 

  ５回 新河岸川流域における取り組み 講師  小沼 進氏 

 

 

「講座概要」 

 家康の入府以来、新田開発、舟運開発、そして江戸を水害から守るために、「埼玉

平野それぞれの川筋の付け替え工事を行った。以後、河川の近代改修がどのよう

に行われたのかー埼玉平野の治水・防水の歴史を検証、現代の荒川、新河岸川の

「課題」を学びます。 

 

 

 

 

 

 

 



第１回 治水の概要と埼玉平野防備  講師 松浦 茂樹氏 

 

⒈ 河川・治水の基本緒言 

河川に関する基本的な用語の解説から始まる。 

 

○ 「流域」「左岸・右岸」「洪水」「低地と台地」「治水と水防」「順流と逆流」 

「堤防の種類」「横堤」「論所堤」 

○ 埼玉平野の氾濫特性 

○ 沖積低地の河道特性 

 

 

２．古代・中世の利根川・荒川河道 

○利根川の東方転流（東遷） 

○埼玉古墳群の立地条件 

○中世岩槻の立地 

○荒川の台地開削→綾瀬川→元荒川筋への流路変更 

○近世の荒川付替え（西遷） 

 

利根川の「東遷」について 

① 目的は水運路（物流）の確保が目的 浅間山の大噴火などにより川底が上がり運行の妨げとな

っていたこともあり、関宿下流の常陸川を遡って関宿→江戸川に入り江戸を結ぶルート。武蔵

国、上野国（群馬）—江戸へのルート 

 

② 洪水防禦 利根川・渡良瀬川の洪水を常陸川に流下させる。 

防禦の対象として埼玉平野・日光街道・江戸などがあげられる。 

 

③ 江戸湾に流出していた利根川を常陸川に落として銚子から太平洋へ流出させた。 

 

④ 関東ローム層・台地を開削し新田開発を行う。 

利根川治水の変遷  —略— 

 

 

 

 

 

 

 

 



第２回 埼玉平野の利水と開発    講師 橋下 直子氏 

 

１． 関東平野の河川環境 

 

 

 

坂東太郎の名をもつ利根川は、上越国境の大山上山を水源とし、長さは信濃川に次ぐ全長 322km、

流域面積は日本最大の 16,840 ㎢を有す大河です。 埼玉平野の開発は利根川の影響を受けてきた。

近世以前の利根川は東京低地を南下していた。16 世紀後期〜17 世紀前期の約 100 年間、武蔵、下

総、下野の国境地域では、利根川、渡良瀬川、常陸川の角河川が最終的には利根川水源として一本

化され、現在のような水源となる改変が行われていた。 

北武蔵の主幹用水である見沼代用水では、星川、葛西用水では会の川・古利根川の旧川道と人口開

削路が結合されて整備された。 利根川本流の複雑な改変過程と結果、用水開発と耕地開発を多角

的に解明する。 



２． 利根川の河道変遷 

 

 

 

 

３． 河道変遷と用水 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４． 利根川改変と新田開発 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一言 

江戸時代以降の新田開発や近代以降の開発地と一致、自然改変によって、居住地となった地域では、

自然災害に脆弱であるということを改めて立証した。 

私たちは減災にむけた意識を自覚的にもつことを、東日本震災は教えている。  

自然災害に「想定外」はないことを再認識する。（橋下氏） 

被災地への思いと復興に力添えを！ 



 

 

 

第３回 

「村人たちの水防の歴史」 — いまも残る水塚・水防施設 — 

                                   講師 NPO 志木エコシティ  天田 眞 氏 

                                                 毛利 将範 氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



 



 



 



 



 

 

 

〈１〜３回での感想〉 

河川の防水、治水についての、その災害を防ぐ取組みが村全体の人の取組みによって進められて 

来たこと、河川の右岸、左岸の呼び名「堤防」農水路などの多くの理解が出来たこと。 

たび重なる河川の氾濫、洪水には村人の知恵、工作が発揮され、再び災害を起こさせない努力が 

行われたことなど、先人たちのご苦労がよく理解出来、たいへん参考になりました。（E 氏） 

「水塚」土蔵造り、小舟の常時設置など、常時の対策に力を注いだことなど頭が下がります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



村人たちの水防の歴史
〜今に残る水塚・水防施設を中心に〜

天田 眞
（NPO法人エコシティ志木代表理事）

毛利将範
（NPO法人エコシティ志木副代表理事）



２．志木市宗岡周辺の水塚について

〈NPO法人エコシティ志木での水塚調査〉

• 2009年〜2010年度 宗岡地区や荒川流域調査

• 2011年 千葉県野田市・関宿城博物館見学

• 2012年 群馬県板倉町の水塚見学

• 2013年 埼玉県久喜市栗橋地区の水塚下見



水塚とは

 『日本国語大辞典』小学館

みづか【水塚】「みずつか（水塚）」に同じ。〈方言〉洪水に備えて一段高く
した土地に物置などを建てたもの。〈方言資料の出典〉下総（『俚言
集覧』太田全斎1797、増補部分1898）、埼玉県入間郡宗岡（『埼玉県
入間郡宗岡村言語集』池ノ内好次郎1930）

みずつか【水塚】洪水の時、浸水を防ぐために、屋敷内の一部または農
家の周囲に築く土手。みづか。

 『水害と志木』志木市教育委員会1988

主屋の背後に宅地面よりも数十センチ高く土盛りして、そこに避難用
の建物を設けるもので、土盛りとその上に設けられたクラ（または物
置）をも含めて水塚と呼んでいるようだ。

 『百姓伝記』天和２年［1682］ころ

大河の近処、水押になる村里ならば、屋敷のかたはらに水塚をつき、
水よけの竹木を植置べし。屋ぬいつよき地ぶきの家を、分限相応に
こしらへ、わら、つなをたしなみをけ。天地の災難ははかりがたし。



水塚とは

水害被害の多い沖積平野に多い

沖積平野は稲作に適しているが、大水にもあいやすい。

代表的な場所

木曽三川（木曽川・長良川・揖斐川）が流れる濃尾平野

利根川・中川などが流れる埼玉北部

荒川流域



荒川周辺の沖積低地 『東京の自然史』貝塚爽平



志木周辺の荒川低地と武蔵野台地



志木周辺の低地と台地

武蔵野台地 荒川低地

後背湿地自然堤防



志木周辺の低地と台地

自然堤防



３．母なる川・荒ぶる川との共生

母なる川の恵み 舟運



３．母なる川・荒ぶる川との共生

荒川の瀬替え 江戸時代前（左）と瀬替え（1634）後の荒川



３．母なる川・荒ぶる川との共生

荒ぶる川との闘い
近世以降の３大出水 寛保2年（1742）・天明6年（1786）・明治43年（1910）

昭和22年（1947）の水害



３．母なる川・荒ぶる川との共生

明治43年の「洪水氾濫之図」埼玉県



３．母なる川・荒ぶる川との共生

昭和22年（カスリーン台風）の水害状況



４．宗岡の水塚群と歴史的治水施設

宗岡の惣囲堤

堤外
堤内





総囲堤
（江戸時代）
1644〜62頃

水塚

出典：国土地理院



出典：国土地理院



４．宗岡の水塚群と歴史的治水施設

 水塚の築造時期：

佃堤が築かれた17世紀中頃にはすでに多数の水塚が存在していた。

 水塚の普及率：

現存する水塚・土盛りだけが残る場所・伝承で水塚があった場所の合計
124基。弘化３年（1846）の年貢減免を願い出た請願文書の写しに「宗岡
村全戸数284軒と…」という記述が見え、江戸から明治期にかけての宗
岡地区のほぼ300戸のうち３分の１ほどが水塚を築いていたと考えられま
す。

 水塚の立地：

宅地はほぼ全てが水田面より少し高い自然堤防上に位置し、荒川よりの
水塚は母屋の東側に、新河岸川寄りでは母屋の西側に位置するものが
多い。

〈水塚の築造〉



５．宗岡に残る水塚

 伝承・土盛りだけなど 124基

 『水害と志木』1986 ：66基

 毛利・安斉調査2004：55基

 『水塚の文化誌』2011：48基（土盛りだけ4基）

 現在 2015：42基（6基減）



• 水塚の構造

真壁造 土蔵造 置屋根

切妻造 妻入り 平入り



７．水塚の意義について

 「母なる川」から恵みを得つつ、「荒ぶる川」から生命と財産を守る

 治水の知恵を子・孫の世代と、未来に繋げる装置

 「水塚は無用なものとなってしまった」

 「今でも避難施設として家人の安心を保証している」

 システムとしての水塚

塚 建物 構え堀 舟 惣囲堤 樋門 三代の堤防

 水塚が象徴する治水の知恵を、水塚単体ではなく、システムとして継
承する

 文化財 文化的景観 地域遺産



• 〈１〜３回での感想〉

• 河川の防水、治水についての、その災害を防ぐ取組みが
村全体の人の取組みによって進められて

• 来たこと、河川の右岸、左岸の呼び名「堤防」農水路など
の多くの理解が出来たこと。

• たび重なる河川の氾濫、洪水には村人の知恵、工作が
発揮され、再び災害を起こさせない努力が

• 行われたことなど、先人たちのご苦労がよく理解出来、た
いへん参考になりました。（E氏）

• 「水塚」土蔵造り、小舟の常時設置など、常時の対策に
力を注いだことなど頭が下がります。



 

 

 

第４回 荒川の近代改修・新河岸川の改修  講師 松浦 茂樹 氏 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



新河岸川における取り組み
～総合的な治水対策～

埼玉県県土整備部河川砂防課

新河岸川・荒川下流域担当 小沼 進



Ｎ

人口集中地区

さいたま市飯能市

熊谷市

所沢市

鴻巣市

行田市

川口市

羽生市

狭山市

日高市

入間市

幸手市

吉川市

草加市

蓮田市桶川市

新座市

北本市

富士見市

朝霞市
戸田市

鶴ヶ島市

ふじみ野市

和光市

志木市

小鹿野町

皆野町

横瀬町

川島町

吉見町東秩父村

長瀞町

杉戸町

鳩山町
伊奈町

三芳町

美里町

上里町

滑川町

毛呂山町

ときがわ町

白岡市

久喜市

加須市

川越市

八潮市

秩父市

東松山市

坂戸市越生町

神川町

本庄市
深谷市

寄居町

小川町 嵐山町

上尾市

宮代町

春日部市

越谷市

松伏町

三郷市

蕨市

 

本県の地形の特徴
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平成２２年国勢調査

断面図

浸水リスクが高い南部・東部の低平地に人口が集中

埼玉県地形略図

利根川

江
戸
川

荒 川

Ａ

Ａ’

人口集中地区境界図

ＪＲ八高線以西に土砂災害リスクが高い箇所が集中

Ａ Ａ’

約１０ｍ

土砂災害危険箇所分布図

西側が山地（３割）､中央部が台地・丘陵（３割）､東側が低平地（４割）

八高線



水辺に恵まれた県土
多くの水辺に恵まれている埼玉県

調節池

下流部の川幅を拡げることがで
きないときなど、上流からの洪水
の一部を一時的に貯留し、下流の
河川流量を低減するための施設

管理箇所数：４３箇所

ダ ム

洪水時に上流からの河川流量を
ダムで調節し、下流の河川流量を
低減させ洪水被害の軽減を図る
ダムによる洪水調節は、河川改
修とともに有効な治水対策

管理箇所数：３箇所

埼玉県では、現時点で３つのダム、４３の調節池を

整備・管理

埼玉県は県土に占める河川の割合が３.９％（河
川面積147ｋｍ2）で日本一

河川数：１６1河川（うち県管理河川は１５１）

延長：約１，７２０ｋｍ（うち県管理は約１，４１０ｋｍ）

流域面積：約３，７９９ｋm2
河川面積割合上位の都道府県

県内の一級河川 県土に占める河川の面積割合は日本一

水辺を創出する河川管理施設

しばかわだいいち

芝川第一調節池（さいたま市）

ありま

有間ダム（飯能市） かさい

葛西用水（越谷市）

おっぺ

越辺川（坂戸市）

河川・水面等
5％

1.9

2.8

2.8

2.9

3.8

3.8

3.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

滋賀県

富山県

愛知県

栃木県

大阪府

茨城県

埼玉県埼玉県

0% 2% 4% 6% 100%

河 川 その他

3

土地利用の面積割合

埼玉県は、湖沼などの水面を含
めると、その割合が５ .０％で全
国４位



河川整備による浸水被害の減少

芝川第一調節池（さいたま市）

浸水被害の軽減のため、河川の拡幅や掘削、放水路や地下河川、調節池等の整備を推進

埼玉県における浸水家屋棟数は、３０年間で１／７まで減少（85,975棟→12,086棟）

4



荒川上流ブロック

小山川ブロック

荒川中流右岸ブロック

新河岸川ブロック

荒川左岸ブロック

中川・綾瀬川ブロック

９０％

８０％

６４％

６０％

６７％

３９％

（主な県管理河川）
・小山川（１００％）
・福川（１００％）
・女堀川（５４％）
・御陣場川（３７％）

（主な県管理河川）
・中川（１４％）
・綾瀬川（２７％）
・毛長川（３８％）
・辰井川（７４％）
・大場川（１１％）
・第二大場川（２３％）
・青毛掘川（２８％）
・星川（８５％）
・新方川（６９％）
・会之堀川（９６％）

（主な県管理河川）
・新吉野川（１００％）
・小森川（１００％）
・横瀬川（５８％）

（主な県管理河川）
・市野川（５１％）
・安藤川（５７％）
・飯盛川（９１％）
・葛川（６２％）
・都幾川（６７％）
・小畔川（８６％）
・和田吉野川（４６％）

（主な県管理河川）
・新河岸川（６６％）
・柳瀬川（９９％）
・東川（６５％）
・不老川（３４％）
・白子川（０％）

（主な県管理河川）
・芝川（８５％）
・緑川（２０％）
・江川（０％）
・鴻沼川（７７％）
・鴨川（６５％）

改修率（全県）：６０．５％

６６％

９４％ ６９％

６８％

７５％

４３％

改修率の状況（河川整備ブロック別）＜平成26年度末＞



予算の推移
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激特事業

平成２７年度予算は・・・

河川砂防事業全体ピーク（Ｈ７）の

約３3％



１－２ 新河岸川の舟運











２－１ 新河岸川周辺の水害

２．災害を知る
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■近年の集中豪雨の発生状況２－２ 近年の集中豪雨の発生状況
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■総合治水対策のイメージ

緑地の保全回復

防災調節池

盛土抑制・調整

雨水貯留施設

各戸貯留浸透

市街化区域及び市街化調整区域
の決定の際の配慮

透水性舗装

透水ます

水位観測所

河川改修

多目的遊水池

雨水調整池

公園貯留

地下河川

雨水貯留施設 排水機場の整備

高床式建築

雨水、水位
の情報収集

河川改修等の対策

流域における貯留・浸透等の対策

流域における土地利用等の対策



川越市

ふじみ野市

富士見市

志木市

朝霞市

和光市

荒川

越
戸
川

蛇島調節池

新河岸川放水路

東
京
都

武
蔵
野
線 川

越
線

河川整備計画区間

河川激甚災害特別緊急事業

Ｌ＝１３．０ｋｍ （Ｈ１０～Ｈ１４）Ｌ＝５．８ｋｍ

総合治水対策特定河川事業（Ｓ５４～） Ｌ＝１８．８ｋｍ

整備済

整備中

凡 例

朝霞調節池
（国交省施工）

河川整備計画における進捗状況 ／ 一級河川新河岸川

Ｌ＝2.6ｋｍ Ｌ＝0.4ｋｍ Ｌ＝1.6ｋｍ

※河川整備計画 ： 概ね３０年間に河川整備する箇所を定めた河川法に基づく法定計画。平成１８年に策定。

社会資本総合交付金（下流工区）

河川激甚災害
特別緊急事業
（Ｓ５７～Ｓ６１）

河川激甚災害
特別緊急事業
（Ｓ５７～Ｓ６１）

Ｎ
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（１）雨水貯留施設の設置（校庭貯留）
春日部東高校（Ｓ６２）

桶川高校（Ｓ６３）

3-4 流域対策
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国の機関及び都県と市町村
が合同して水防演習を実施

市町村を対象に土砂災害を
想定した避難訓練を実施

飯能市の状況（H25.6.2）

水防・防災訓練の実施

漏水防止工法『月の輪工法』
Ｈ２４利根川水系連合水防演習

わかりやすい水位表示のとりくみ
綾瀬川（草加市）

水害による人的被害を軽減するため、
河川護岸に避難等の判断に役立つ
表示を明示
（対象：水防警報河川）

ハザードマップの作成河川砂防防災情報システムによる中央監視

県内の雨量や河川水位等を中央監視室で一元的に把
握し、水防警報、水位到達情報、土砂災害警戒情報等
を市町村やマスコミ、県民の方々にリアルタイムで提供

中央監視局 情報収集・伝達訓練の様子

土砂災害を想定した避難訓練水防演習

埼玉県ＨＰ《URL：http://www.pref.saitama.lg.jp/》
から緊急情報・災害情報をクリック！

埼玉県のホームページ（トップページ） 埼玉県の雨量・水位

土砂災害警戒情報

河川がはん濫した場合に備えて、浸水が想定され
る県内４８市町全てで洪水ハザードマップを作成・公
表。洪水ハザードマップには、次の内容が記載

浸水想定区域、浸水深
避難場所、避難時の心得
情報の伝達方法 等

作成済（作成対象市町村）

作成済（作成対象外・独自作成公表市町村）

洪水ハザードマップ作成状況

４．被害を軽減する取組を知る 4-1．危機管理対策について
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４－２ 埼玉県雨水流出抑制施設の設置等に
関する条例について

本県は、水害に弱い低平地に人
口・資産が集中しており、
甚大な被害が発生しやすい。

昭和４３年より、１ha以上の
開発行為に対し、調整池設置の
行政指導を実施。

近年、全国的に突発的な集中豪雨が多発！！

指導の内容を明確化し、雨水流出抑制対策の厳格化が必要！
改正地方自治法により、権利義務を規制するには、条例によらなければならない。

現行の行政指導を条例化！
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■条例の主な内容

○１ha以上の開発行為や規則で定める行為で、雨水流出量を増加させるおそれ
のある行為をしようとする者は、知事の許可を受けなければならない

○許可を受けるには、雨水の流出量を抑制するために、雨水流出抑制施設
（調整池等）の設置などの対策を取る計画が必要

雨水流出増加行為の許可

○１ha以上の開発行為や規則で定める行為であって湛水想定区域内の土地に
盛土をしようとする者は、知事に届け出なければならない。

○届出には、湛水阻害による浸水被害の拡大を防止するために、雨水流出抑
制施設（調整池等）の設置などの対策を取る計画が必要

湛水想定区域内での盛土行為の届出

○雨水流出抑制施設の機能を阻害するおそれのある行為をしようとする者は、
知事に届け出なければならない

雨水流出抑制施設の機能の保全

平成18年3月28 条例公布 同10月1日 施行


